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本論文は 6章より成り，第 1 章では本論文の意義及び内容を，第 2章では制御対象のモデルプラン
トを概説している。第 3 章ではシステム同定を行い，低次元のダイナミックモデルを導出した。第 4
章では制御実験によって制御性能を評価した。第 5 章では気液二相流の流動様式同定法を提案した。
第 6 章は，以上で得られた結果を総括したものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は現代制御理論の有効性を確かめるために，ボイラを模擬したモデルプラントを試作し，今
までわずかに計算機シミュレーションでしか確かめられていなかった各種ディジタル制御方式を適用
し，それらの制御制能を比較検討したものである。まず，プロセスのモデリングに先立って，差圧信
号のディジタル処理に基づく気液二相流の流動様式の同定法を確立している。次いで、システム同定の
実験を行い，モデルプラントが本質的には 2 次元ダイナミックモデルで記述できることを確認し，こ
のモデル表現に基づいて有限整定アルゴリズムおよび積分動作を含む線形二次形式最適制御方式を設
計し，モデルプラントに適用している。これらの直接適用の結果，振動が生じたり，応答性が劣化し
たりして不満足のものであったが，プラントの特徴に基づ、いた修正とチューニングによって，最終的
には古典制御理論の方式を適用した場合よりも優れた性能が得られている。これらの実験結果から，
提案したディジタル制御方式は小型工業プラントの制御に十分実用可能で、あることが実証された。よ
って，制御工学の発展に大きく寄与するものがあり，本論文は工学博士の学位を授与するに値すると
認める。
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